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人
間
文
化
研
究
所
に
お
け
る
名
古
屋

の
観
光
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

は
、
人
文
社
会
学
部
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講

義
「
名
古
屋
の
歴
史
・
文
化
・
ま
ち
づ

く
り
と
観
光
」
の
開
講
に
歩
調
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
度
の
研
究

テ
ー
マ
は
「
名
古
屋
の
環
境
・
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
に
関
す
る
学
際
的

研
究
」
で
、
山
田
明
教
授
を
研
究
代
表

者
に
、
講
義
担
当
者
た
ち
が
共
同
研
究

の
構
成
員
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
の
八

年
間
、
研
究
テ
ー
マ
の
名
称
に
少
し
ず

つ
の
変
更
は
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
は
続
け
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
秋

に
、
研
究
成
果
と
し
て
『
名
古
屋
の
観

光
力
』（
山
田
明
・
吉
田
一
彦
編
、
風

媒
社
）
を
刊
行
し
た
。
こ
の
書
物
は
、

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
担
当
者
の
論
説
、
講

義
録
を
中
心
に
、
大
学
院
人
間
文
化
研

究
科
修
了
生
、
在
学
院
生
、
人
文
社
会

学
部
学
生
に
よ
る
コ
ラ
ム
を
加
え
て
ま

と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、
山
田
明
教
授
の

定
年
退
職
に
と
も
な
い
、
オ
ム
ニ
バ
ス

講
義
の
代
表
者
を
吉
田
一
彦
が
引
き
継

ぎ
、
人
間
文
化
研
究
所
の
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
吉
田
を
研
究
代
表
者
、

成
田
徹
男
、
阪
井
芳
貴
、
土
屋
有
里
子

を
共
同
研
究
の
構
成
員
に
再
出
発
す
る

こ
と
と
し
た
。
講
義「
名
古
屋
と
観
光
」

の
方
は
、
山
田
明
先
生
、
須
田
寛
先
生

（
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
、
非
常
勤
講
師
）

の
退
任
に
と
も
な
い
、
次
の
よ
う
な
新

し
い
構
成
で
編
成
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
・
名
古
屋
の
歴
史
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
一
彦

名
古
屋
の
歴
史
二　
　
　
　
吉
田
一
彦

名
古
屋
の
こ
と
ば
一　
　
　
成
田
徹
男

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
徹
男

名
古
屋
と
文
学
一　
　
　
土
屋
有
里
子

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
有
里
子

名
古
屋
の
芸
能
一　
　
　
　
阪
井
芳
貴

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
井
芳
貴

絵
葉
書
に
見
る
名
古
屋
の
観
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
善
博

名
古
屋
と
文
化
財
～
名
古
屋
城
本
丸
御

殿
を
事
例
と
し
て
一　
　
朝
日
美
砂
子

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
美
砂
子

名
古
屋
の
歴
史
的
町
並
と

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　
溝
口
正
人

名
古
観
光
の
現
状
と
課
題　
三
浦
哲
司

名
古
屋
に
お
け
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
課
題　
　
　
林
浩
一
郎

総
合
討
論　
　
　
　
　
　
講
義
担
当
者

　
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
講
義
を
担
当

し
て
き
た
吉
田
、
成
田
、
阪
井
、
井
上

に
加
え
て
、
新
た
に
着
任
し
た
土
屋
、

三
浦
、
林
の
三
先
生
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
新
た
な
観
点
か
ら
名
古
屋
と
観

光
に
つ
い
て
論
じ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た

歴
史
的
町
並
み
の
専
門
家
で
あ
る
本
学

芸
術
工
学
部
の
溝
口
正
人
教
授
と
、
本

丸
御
殿
の
障
壁
画
の
専
門
家
で
あ
る
名

古
屋
城
総
合
事
務
所
の
朝
日
美
砂
子
学

芸
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
御
専
門

の
見
地
か
ら
名
古
屋
と
観
光
に
つ
い
て

論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講
義
は
、

本
年
度
も
授
業
公
開
の
科
目
と
し
、
市

民
の
方
々
に
聴
講
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、大
変
好
評
で
あ
り
、市
民
の
方
々

と
有
益
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
終
回
の
総
合
討
論
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
研
究
会
は
、

一
二
月
五
日
に
構
成
員
四
人
に
加
え
、

講
義
担
当
者
全
員
が
参
集
し
て
開
催
さ

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら

名
古
屋
の
観
光
を
め
ぐ
る
諸
問
題
や
講

義
の
課
題
に
つ
い
て
見
解
が
提
示
さ
れ
、

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
丸

御
殿
の
活
用
や
歴
史
的
町
並
の
保
全
・

活
用
な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
多
く
の

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
吉
田
は
、
山
田
明
教
授
の
勉

強
会
を
引
き
継
い
で
、「
名
市
大
で
観

光
を
考
え
る
勉
強
会
」
を
四
月
一
二
日
、

六
月
二
八
日
、
八
月
三
日
の
三
回
開
催

し
、
名
古
屋
駅
周
辺
の
史
跡
関
係
の
道

を
踏
査
し
、長
久
手
市
の
「
お
ん
ぱ
く
」

に
参
加
し
た
。

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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・
研
究
会
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プ
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ク
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史
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